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Ⅰ　はじめに

日本政府は、観光先進国を目指し、2016 年に観光
庁が「明日の日本を支える観光ビジョン」を策定した。
その中では、訪日外客数の増加を狙い、ビザの緩和、
出入国管理体制の充実、LCCを含む航空ネットワー
クの拡大等により、2012 年から 2015 年にかけて訪日
外客数が 2 倍（836 万人→ 1974 万人）に成長したこ
とが示され、新たな目標として 2020 年に 4,000 万人
の訪日外客数を目標として掲げている。日本政府観光
局（2019）の調査では、2018 年の訪日外客数は 3,119
万人で、過去最高の記録となっており、2019 年度も
増加の傾向にあることから、2020 年の目標を達成す
るために、様々な具体的施策が実行されようとしてい
る。
具体的施策の実現に大きくかかわる旅行業界では、
外国人による訪日旅行をインバウンドツーリズムと呼
び、様々なツーリズムが行われている。例えば、アニ
メや漫画の作品の舞台となった土地や建物を聖地と崇
め巡礼するアニメツーリズムや、寺社仏閣、教会や修
道院などを巡礼する宗教ツーリズム、ご当地グルメや
B級グルメを観光資源とするフードツーリズム、ス
ポーツを観光資源とするスポーツツーリズムなど様々
である。このようなインバウンドツーリズムについて、
先行研究では原田・木村（2009）が、国際親善だけで
はなく、日本の文化と歴史に対する理解を促進し、外
貨の獲得や地域経済の活性化にもつながることを指摘
している。
本研究では、様々なツーリズムからスポーツツーリ
ズムに着目する。その理由は二つあり、まずは、2020
年に東京でオリンピック・パラリンピックが開催され、
前年である 2019 年には、プレ大会としてさまざまな
スポーツの世界大会が日本で開催されることから、ス
ポーツツーリズムが研究として注目されている点であ
る。次に、スポーツツーリズムによる訪日外客数の増
加が、メガスポーツイベントに依拠する一過性のもの
にならないよう、旅行業界がスポーツツーリズムを企

画するだけではなく、地域や教育機関が主体となった
スポーツツーリズムについてニーズが発生している点
である。
そこで、観光庁（2011）が推進するスポーツツーリ
ズムと、文部科学省（2017）が掲げる教育目標の一つ
であるスポーツへの意識を高め、他者への共感や思い
やりを学び、国際交流、国際平和に寄与する態度を身
に付けることを包含した、大学におけるスポーツを核
とし、国際交流の教育プログラムを取り入れたスポー
ツツーリズムについて検討していくこととする。大学
のスポーツによる国際交流やインバウンドのスポーツ
ツーリズムは、拙稿（2018）より、その多くは大学体
育会の単体運動部による交流であり、スポーツの競技
力向上を主目的とする練習試合や合同練習が主な内容
となっていることを指摘している。そのような現状で、
単体運動部の活動から発展した顕著な事例としては、
2018 年に、鹿屋体育大学が鹿屋市と連携してタイ王
国の女子バレーボール代表チームと国際交流を行った
ことが挙げられる。この取り組みは、鹿屋体育大学の
女子バレーボール部が国際交流で合同練習や練習ゲー
ムを行う活動だけでなく、大学のスポーツパフォーマ
ンス研究センターの協力によりタイ代表選手の体力や
動作測定を行う活動や、鹿屋市の職員によるイベント
や観光ツアーなども組み込まれたスポーツツーリズム
となっており、先駆的な事例であるといえる。
では、大学において、スポーツによる国際交流やイ
ンバウンドのスポーツツーリズムは、強豪の運動部に
しかできない活動であるかというと、そうではないと
言うのが筆者の主張する内容である。そのため、本学
で実際に行ってきたスポーツツーリズムの計画と実践
の事例をもとに、論考を進めていく。

Ⅱ　本学におけるスポーツツーリズムの取り組み

本学では、2015 年度よりインバウンドのスポーツ
ツーリズムを計画し、実践している。スポーツ強豪大
学が行う内容とは異なり、青少年の教育活動を意識し
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た誰でも気軽に参加できるスポーツを核とした活動を
意識したグラスツールレベルの活動である。大学が実
施するこのようなスポーツツーリズムの特長は、拙稿
（2015）より、人的資源が豊富であることと施設が充
実していることが挙げられる。人的資源とは、実施す
るスポーツ種目を経験したことのある学生、応援・観
戦する学生、スポーツを専門とする教職員、外国語を
専門とする教員、日本文化を専門とする教員、国際交
流のスタッフといった様々な人を指し、この人たちが
ネットワークを形成することで魅力的なコンテンツを
企画することができるのである。また、大学の様々な
施設を使用することはインバウンドのビジターにとっ
て費用の削減につながる。例えば、スポーツ活動に必
要な体育館の使用料が削減され、大学の食堂を使用す
ることで食費が削減される。大学に宿泊施設があれば、
宿泊費も削減される。
また、ビジターの大学施設使用は開かれた大学をア
ピールすることにつながり、利用者の SNS等による

情報発信により、海外への宣伝効果も期待されること
から、大学にとっても有益な活動となる。
以上のような考えをもとに実施してきた活動を経年
でまとめると次のようになる。
表 1をもとに 2015 年の活動から順にみていくこと
とする。本学におけるスポーツツーリズムのビジター
はバレーボールの団体がほとんどである。これは筆者
がバレーボールの国際指導資格を有し、海外とのネッ
トワークがあることと、日本のバレーボール指導に対
する海外指導者の興味関心に拠るものである。しかし、
本学ではバレーボールを高いレベルで実施する学生が
いないことから、ビジターの訪日目的の一つである競
技力の向上については、他大学のバレーボール部に協
力依頼を行った。
2015 年に来学した香港チームは、2018 年度の国内
リーグで準優勝、2016 年に来学したインドネシアチー
ムは選手の多くがナショナルメンバー入りし、2017
年の東南アジア大会で準優勝という競技レベルであ

表 1　本学におけるスポーツツーリズム実施年表
年度 対象国 団体 年代 スポーツ活動 教育活動 学園協力者との活動 学外協力者との活動

2015 香港 バレーボール
クラブチーム

大学生・
社会人

科目「スポーツ実
技Ⅰ」に参加（ソ
フトバレーボー
ル）／こども教育
学科の学生とバ
レーボール交流

こども教育学
科の学生ガイ
ドによる京都
観光

国際交流センター
主催パーティー／
煎茶部との交流／
京都光華高校バ
レーボール部と練
習

龍谷大学女子バレー
ボール部と交流 /京都
外国語大学バレーボー
ル部と交流／山城高校
バレーボール部と交流

2016

インドネシア バレーボール
クラブチーム

大学生・
社会人

科目「スポーツ実
技Ⅰ」に参加（バ
レーボール・バド
ミントン）

こども教育学
科の学生と日
本文化体験
（けん玉、コ
マ、だるま落
とし）

煎茶部との交流／
京都光華高校バ
レーボール部と合
同練習

京都外国語大学と交流
（英語によるコミュニ
ケーション活動）／京
都華頂大学バレーボー
ル部と交流

マレーシア 家庭婦人
バレーボール

高校生～
社会人

バレーボール大会
を開催。こども教
育学科でチームを
編成して参加

京都外国語大学バレー
ボール部と交流

2017 香港
バレーボール
クラブチーム
（3名）

大学生
こども教育学科学
生有志とバレー
ボール交流

こども教育学
科の学生と消
防署見学

こども教育学科学生、
京都外国語大学バレー
ボール部と合同練習／
佛教大学女子バレー
ボール部と交流

2018
香港 中学校 中学生

本文で詳細を解説
タイ スポーツス

クール選抜 中学生

2019 フィリピン サッカー
クラブ

中学生
男子

こども教育学科学
生による通訳、活
動サポート

光華小学校　グラ
ウンドの使用

京都外国語大学サッ
カー部との交流
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る。そこで、本学での活動内容はスポーツによる国際
交流と教育活動を強化した。スポーツ交流は、科目「ス
ポーツ実技Ⅰ」でビジターと学生が一緒に活動を行っ
た。教育活動では、こども教育学科の学生がガイドを
務め観光案内を行ったり、日本文化の体験として、け
ん玉、コマ、だるま落としを学生の解説付きで共に実
施したりした。この二つの教育活動に共通することは、
本学の学生が事前に準備を行った点である。準備とは、
言い換えると事前学習である。喜んでもらうためには
どうしたらよいかを学生自らが考え、事前に調べたり、
勉強したりしたことが意欲的な学びにつながり、相手
を思いやる心を育むことにつながったといえよう。
2016 年のマレーシアの団体についてのツーリズム
は、京都外国語大学との連携企画である。マレーシア
の家庭婦人の団体が日本へ旅行する際、バレーボール
の交流も行いたいという要望に応え、バレーボール大
会を企画し、マレーシアの家庭婦人チーム、日本の家
庭婦人チーム、京都外国語大学チーム、本学の学生有
志チームによる大会を開催した。家庭婦人の数少ない
インバウンドのスポーツツーリズムの事例である。
2017 年は、団体ではなく、少人数のビジターを対
象にスポーツツーリズムを行った。少人数のビジター
との交流は、他大学との交流が練習に参加という形で
容易に行われ、移動の交通費を抑えることもできた。
また、教育活動として、本学こども教育学科の教員協
力のもと、学生とともに消防署を見学するというビジ
ターにとって貴重な体験を提供することができた。
2018 年の取り組みは、次章以降で述べることとし、
ここでは説明を割愛する。
2019 年は、初めてバレーボールの団体ではなく、
サッカークラブでなおかつ男子中学生という団体のス
ポーツツーリズムについて計画と実践を行った。ビジ
ターが男子中学生ということもあり、本学の特色を生
かした教育活動の実践には至らなかったが、学生の案
内により本学の学食を使用し、光華小学校や他大学に
協力いただきサッカーの練習を行うことが実現した。
相手を取捨選択するのではなく、どのようなビジター
に対してもできる限り期待に応えるべくツーリズムを
計画して実践することは、多様性を受け入れる教育に
つながるととらえ、今後も挑戦していきたい事案であ
るといえる。

図 1　2015 年のスポーツ交流　拙稿（2018）より

図 2　2015 年　学生の案内による観光　（筆者撮影）

図 4　2016 年　煎茶部との交流　（筆者撮影）

図 3　2016 年　スポーツ交流　（筆者撮影）
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Ⅲ　2018 年の事例 1（香港の生徒との交流）

2018 年の香港、タイの事例はそれぞれ、ビジター
の団体が中高生を中心としていることから、スポーツ
ツーリズムに教育的内容を多く取り入れることを心掛
け、大学の教員がスポーツ指導や講義を行ったことが
特徴である。ここでは、香港の事例について概観する。
このスポーツツーリズムは、7月上旬に、香港の基
督教中国布道会聖道迦南書院という中高一貫校の生徒
に対して実施された。生徒は全員バレーボール部に所
属しており、京都観光や伝統文化体験だけではなく、
バレーボールでも日本の学生と交流がしたいというこ
とで計画したプログラムである。核となるバレーボー
ル活動は、本学の学生有志でチームを結成し、京都外
国語大学と連携してゲーム形式の練習を行う活動（図
6）と筆者がスポーツ実技の授業を生徒対象に行い、
様々な日本式の練習を体験する活動（図 7）を行った。
次に、教育的内容について述べる。今回は、新しい
取り組みとして書道と折り紙の体験を取り入れた。本
学こども教育学科の国語を専門とする教員と連携し、
小学校教員を目指す学生の「プレゼミⅠ」という大学
の講義に香港の生徒を招待し、交流を深めた。書道は、
参加者全員で書を楽しみ、大学生は、書道について人
に指導することで学びを深めることと、英語コミュニ
ケーション、ホスピタリティについて学ぶことを主な
ねらいとして実施した。まずは、香港の生徒 1人を 2
人の大学生がサポートして、筆の持ち方や書き方につ
いて説明し、筆の使い方の模範を示した。そのあと、
香港の生徒は、半紙の下にお手本の字が書かれている
半紙を敷き、上からなぞって、筆の使い方を学んだ（図

8）。漢字は香港でもなじみの文字であることから、生
徒は戸惑うことなく活動に取り組むことができてい
た。筆の使い方に慣れてきたら、次は、メッセージカー
ドの作成を行った。これは、絵をかいたり、字を崩し
たりして、自由に書を楽しむ活動であり、生徒と大学
生はコミュニケーションをとりながら笑顔で活動を
行った（図 9）。
折り紙を通した活動は、折り紙を得意とする本学の
3年生有志が 2か月前から企画をして、香港生徒の来
学を歓迎する活動であった。大学生が実物投影機を
使って折り方をゆっくり説明し、サポートする大学生
が香港の生徒の隣に座り、鶴と彦星を折り紙で一緒に
折った（図 10）。活動の最後には、香港の生徒が書し
た作品を色紙に貼ってプレゼントし、参加者全員で記
念撮影を行い、交流を終了した（図 11）。

図 5　2016 年　マレーシアとの交流　（筆者撮影）

図 6　2018 年　本学学生と香港生徒のゲーム
（筆者撮影）

図7　2018年　筆者によるスポーツ指導　（筆者撮影）
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Ⅳ　2018 年の事例 2（タイの生徒との交流）

2018 年は、7 月の香港の生徒に続き、12 月にタイ
の生徒を対象としたスポーツツーリズムを実施した。
ここでは、タイの事例について概観する。
タイの団体は、タイ国内のスポーツスクールから選
抜された指導者と生徒（中高生）により構成され、タ
イ教育省のスポーツプログラムの一環として、日本の
大学生や高校生とのバレーボール活動を通して競技力
向上を図り、教育活動、文化活動等を通して生徒の教
養を養うことを主な目的として、10 日間の予定で日
本へ派遣されてきた。その受け入れを本学が行い、10
日間のスポーツツーリズムを筆者が計画し、実践した。
表 2をもとに内容についてみていくと、核となるバ
レーボールの活動は、筆者の指導と本学学生のサポー
トによるバレーボールの練習を 3回と講義を 2回、他

大学や中学高校のバレーボール部との交流、外部講師
による講義と実技指導、関西地区大学選抜チームとの
交流といったように、理論と実践の両方を学ぶことが
でき、バレーボールの競技レベルや年代も様々なカテ
ゴリーと交流できるプログラムとした。
加えて、スポーツに関するプログラムとして、科目

「スポーツ実技Ⅱ」への参加と、本学でフィットネス
の授業を担当する教員と連携し、エアロビクス実技を
実施した。スポーツ実技Ⅱの授業では、タイの生徒と
本学 1年生がともに活動し、混成のチームを編成して
ソフトバレーボール大会を行った（図 12）。エアロビ
クス実技では、ポールを用いたストレッチやボックス
を使ったステップ運動が紹介され、タイの生徒にとっ
ては初めて体験する運動であったが、興味深く熱心に
取り組んでいた（図 13）。

図 8　2018 年　香港生徒の書道体験　（筆者撮影） 図 9　2018年　香港生徒によるメッセージカード作成
（筆者撮影）

図 10　2018 年　香港生徒による折り紙体験
（筆者撮影）

図 11　2018 年　香港生徒と本学学生　（筆者撮影）
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また、香港の生徒に好評であった書道と折り紙の体
験も、再度プログラムに組み込んだ。書道について今
回は、タイの生徒が筆ペンを使用することが初めてで
あることから、まずは、国語を専門とする教員が筆ペ
ンの持ち方、太い文字、細い文字の書き方を解説し、
本学の学生がサポートしながら、お手本の文字を書写

する活動をスタートした。図 14 は、道という文字を
書写している場面である。タイの生徒は漢字を理解し
ていないので、道という字が横になっていることがわ
かる。学生は、ここで向きが間違っていることを注意
するのではなく、筆順にこだわらず、とにかくお手本
をよく観察して真似ることを到達目標にサポートし

図 12　2018 年　タイ生徒と本学学生のスポーツ交流
（筆者撮影）

図 13　2018 年　タイ生徒のエアロビクス体験
（筆者撮影）

表 2　スポーツツーリズムの内容
日 曜日 9:00-10:30 10:30-12:00 12:00-13:30 13:30-15:00 15:30-17.00 17:00-18:00 18:00-19:30 会場
13 thu 日本へ到着　ホテルへ移動

14 fri
10:00 ～ 12:10

バレーボール実技 1
12:10～ 12:20
記念撮影 昼休憩

14:30～ 16:30
外部講師によ
る講義 1

移動
18:00～ 20:00
京都華頂大学
と親善試合

京都光華女子
大学／京都華
頂大学

15 sat 10:00 ～　関西地区大学選抜チームの練習見学及び練習参加 移動 千里金蘭大学
16 sun 10:00 ～　関西地区大学選抜チームの練習見学及び練習参加 移動 千里金蘭大学
17 mon 近畿日本ツーリストによる京都観光

18 tue 近畿日本ツーリストによる京都観光
13:30～ 15:30
バレーボール
講義 1

16:00 ～ 18:30
山城高校と合同練習、ゲーム

京都光華女子
大学／山城高
校

19 wed
10:40 ～ 12:30

バレーボール実技 2 昼休憩
14:30～ 16:00
外部講師によ
る講義 2

16:15～ 17:45
バレーボール
実技 3

18:00～ 19:00
外部講師によ
る講義 3

京都光華女子
大学

20 thu

9:00 ～ 10:00
エアロビクス
実技（本学教
員、学生）

10:30 ～本学
の 科 目「 ス
ポーツ実技
Ⅱ」に参加

昼休憩
13:30 ～京都
光華高校との
文化交流

15:30 ～ 17:30
京都光華高校との合同練習
及びゲーム

京都光華女子
大学／京都光
華高校

21 fri

9:00 ～ 10:10
日本文化講座
（本学教員、
学生）

10:30～ 11:30
バレーボール
講義 2

昼休憩
13:30～ 15:20
外部講師によ
る講義 4

15:40 ～ 17:20
京都外国語大学学生とのバ
レーボール交流

京都光華女子
大学／京都外
国語大学

22 sat 赤穂市へ移動
10:30～ 11:30
外部講師によ
る講義 5

昼休憩
13:00 ～ 16:00

関西福祉大学バレーボール部、中学生との
バレーボール交流

関西福祉大学

23 sun タイへ帰国
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た。とめ、はね、はらいという書道の用語はわからな
くても、タイの生徒はその個所をしっかり観察し、悪
戦苦闘しながらも、感性の豊かさが感じられる作品を
仕上げていった。（図 15）。
折り紙の体験では、鶴の折り方を紹介した。まず、
本学の学生が鶴は日本を象徴する鳥であることと、千
羽鶴に込められる願いについて解説を行った後、鶴を
一緒に折った（図 16）。
タイの生徒にとっては、本でしか見たことがなかっ
たものを実際に体験することで学びが深まり、本学の
学生にとっては、海外の人に教えることで、日本の文
化について見つめ直す機会になったといえよう。
このスポーツツーリズムに関して、後日、タイの教
育大臣より本学こども教育学科宛に感謝状をいただい
た。また、この活動は大学新聞（2019）に取り上げら
れた。つまり、本学のこども教育学科が計画して実践
したこの 10 日間のプログラムが、教育研究活動とし
て社会的に一定の評価を得ることができたといえる。

Ⅴ　考察

インバウンドのスポーツツーリズムを計画するうえ
で、原田・木村（2009）は、そのマネジメントにおい
て、①「受け入れ体制づくりの確立」、②「スポーツ・
ヘルスツーリズム商品の複合化への対応」。③「リピー
ター定着のためのブランド力とホスピタリティの充
実」の 3つが重要であると指摘している。ここでは、
①と③を本研究の評価の視点として、この 2つの切り
口から本学で行ってきた経年活動を省察していく。
まず、受け入れ体制づくりの確立について考察して
いく。本学でのスポーツツーリズムの受け入れの窓口
は筆者であり、バレーボールの活動を核として、どの
ような教育的活動が可能であるかを、学内においてこ
ども教育学科の教員や、学生サポートセンター、国際
交流センターに相談していく流れである。また、中学
高校や小学校との連携も視野に入れて計画を立案して
いる。5年間継続して行ってきたことで、活動内容に
ついてもお互いの理解が深まり、非常に好意的に多く
の方々に協力いただける体制になってきたと感じてい
る。活動に関わる学生については、有志を募ると一定
の数が集まるようになり、主体的に学生たちで集まっ
て活動の準備や予習をする光景も見られるようになっ
ている。
本学以外での活動プログラムについては、特にバ
レーボールの強化を目的とするビジターには、本学で
はその要求に十分に応えることは困難であると判断
し、他大学や高校を紹介することで対応した。大学や

図 14　2018 年　タイ生徒の書道体験　（筆者撮影）

図 15　2018 年　タイ生徒の作品　（筆者撮影）

図16　2018年　タイ生徒の折り紙体験　（筆者撮影）
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高校のバレーボール部にとって、バレーボールによる
国際交流は、興味関心があり行ってみたい活動ではあ
るものの、なかなかそのような機会がないのが現状で
あることから、表 1で示したように非常に多くの大学、
高校に協力いただいている。
受け入れ体制についての懸念事項を挙げると、訪問
の時期によっては十分な体制が取れないことである。
海外と日本の大学で長期休暇の時期が異なるため、ビ
ジターがバレーボールの活動をたくさん取り入れてほ
しいと要望した際に、日本の高校はテスト期間で練習
は休みであったり、大学は授業があるので夕方しか練
習できないということが起きる。また、ビジターが日
本の大学の授業に参加したり大学生と一緒に交流を深
めたりしたいと要望した際に、大学は夏休みで授業が
なく、有志の学生しか集まらないということも起きる。
つまり、受け入れ側として、プランニングの際にでき
ること、できないことをしっかり相互確認することが
重要である。
次に、リピーター定着のためのブランド力とホスピ
タリティについて考察していく。2015 年に来学した
香港の団体とは現在でも交流があり、2017 年に来学
した 3名はリピーターである。そのため、顔を覚えて
いる学生もいて、再会を果たすことができた。団体で
の来日は、メンバー全員の日程調整や航空チケット・
宿泊施設の確保に苦労することがあるが、少人数での
旅行はその心配がなく、気軽に旅行を楽しむことがで
きる。香港の学生は、日本へ来たことは過去にあるが、
観光目的であり、2017 年にバレーボール活動と教育
活動を組み込んだ個人向けのスポーツツーリズムを提
供できたことは、学生ビジターにとって新しい訪日目
的となった。2017年には京都外国語大学のバレーボー
ル部が香港でアウトバウンドの交流を行ったり、2018
年、2019 年も本学での活動は日程上かなわなかった
ものの、少人数の学生が関西を訪れ、スポーツツーリ
ズムを実践したりしている。
また、直接のリピーターではないが、本学でのスポー
ツツーリズムをビジターがそれぞれ SNS等で情報発
信することや、海外の指導者間ネットワークで情報が
拡散されることで、ぜひ活動を計画してほしいという
問い合わせが筆者の友人の友人という関係性の団体か
らも来るようになった。2018 年の香港の団体はまさ
にその例である。さらに、2019 年のフィリピンの団

体はバレーボールのチームではなく、サッカーのチー
ムであった。活動について柔軟な対応ができるのは、
大学が計画して実践するスポーツツーリズムの強みで
あるといえる。ブランド力が構築できたとは言い切れ
ないが、本学のスポーツツーリズムが独特なものとし
てアジア圏のバレーボール関係者を中心に少しずつで
はあるが認知されてきており、リピーターと新しいビ
ジターの獲得が期待される。
そのビジターの満足度を高め、また来たいという気
持ちを喚起するには、ホスピタリティが重要であるこ
とは言うまでもない。ホスピタリティは、心の奥底か
ら湧き出てくるおもてなしの心を具現化した行動や行
為ととらえることもできるが、国際交流の経験がない
学生にとっては、おもてなしをしたい気持ちはあるが、
何をしたら相手が喜ぶかがわからないという状態も起
こりうる。つまり、ホスピタリティに関する事前教育
が必要となるのである。2015 年は、学生の案内によ
る京都観光を実施したが、当日を迎えるまでに、社会
科を専門とする教員と英語を専門とする教員の指導の
もと、学生が主体的に英語によるガイドブックの作成
と、どの観光地を巡るかについて議論を行った。スポー
ツ活動については、事前教育として香港についてとビ
ジターの概要を説明し、たとえ言葉が通じなくてもス
ポーツ活動は一緒に楽しむことができるので、とにか
く積極的にビジターにかかわることが歓迎の気持ちと
して伝わることを助言して当日を迎えた。
上記のように、ホストとなりビジターにかかわる関
係者にホスピタリティが生じるのは当然といえば当然
である。ここでは、その当事者間以外からのホスピタ
リティ、換言すれば第三者によるホスピタリティにつ
いても触れておきたい。ビジターが訪問を歓迎されて
いると感じるためには、受け入れ体制の窓口は筆者個
人であっても、活動について多くの人に知っておいて
もらうことが になるのである。たとえ活動に直接か
かわらない人であっても、今、学内に海外からビジター
が来て交流活動を行っているということを知っていれ
ば、ビジターとすれ違った際に声をかける機会もある
だろうし、ビジターがトイレを探して困っていたら声
をかける機会も生まれるであろう。実際に、学内の
ショップで言葉がうまく通じなくて困っていたら、学
生が助けてくれて感激したとビジターから報告を受け
た。
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このような、直接かかわらない第三者から受けたホ
スピタリティは、スポーツツーリズムの活動内容に対
してではなく、本学に対しての印象につながることか
ら、本学で海外からのビジターを受け入れる際には、
できるだけ多くの人に情報を伝えるように努めること
が、ホスピタリティの輪を広げることにつながるので
ある。2018 年にタイの団体が活動した際は、当時学
長の一郷先生と副学長の若井先生が体育館に駆けつけ
てくださり一緒に記念撮影を行ったことで、大学を挙
げて歓迎されていると感じたとビジターの指導者から
伺った。また、守衛室とも情報を共有していたため、
日々、大学の門をくぐってから帰るまでの誘導がス
ムーズに行われ、安心安全の環境下で活動を実施でき
たことも印象に残っていると伺った。このような活動
も第三者から受けたホスピタリティととらえることが
できる。

Ⅵ　まとめ

今後、本学でインバウンドのスポーツツーリズムを
さらに推進していくためには、先方のニーズをしっか
り把握し、本学の特性を考えて、他では体験できない
独自の計画を立案することが肝要である。スポーツの
活動については、5 年間の活動を通してビジターの
様々な要望に応えられる人的ネットワークが形成でき
ているため、十分な受け入れ体制にあるといえる。幸
いなことに、日本のチームが行うバレーボールの練習
は、規律正しく、レシーブを中心とした守備を鍛える
ことに優れているという評価を海外から受けており、
インバウンドの魅力的なコンテンツとなっている。本
学が計画して実践するバレーボールを中心としたス
ポーツ活動は、観戦型ではなく、参加型で、少人数で
の参加にも対応できる内容となっていることから、今
後も多くのビジターが期待される。
そのビジターのリピートを増やし、新しいビジター
を獲得するには、スポーツツーリズムにおいて、スポー
ツ以外の活動内容も魅力的であることが重要となる。
活動計画に様々な教育活動を取り入れ、日本の生徒や
学生と一緒に活動することで、日本に関する学びをよ
り深められる点が、本学が行うスポーツツーリズムの
強みである。本研究の事例で紹介してきた様々な教育
活動を充実させ、新しい分野の活動についても取り組

んでいきたい。
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